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〔注　意〕

1. 問題冊子および解答用冊子は，試験開始の合図があるまで開いてはいけない．

2. 受験番号は，解答用紙の受験番号欄（計 10か所）に正確に記入すること．

3. 問題本文が脱落している場合は直ちに申し出ること．

4. 解答用冊子には表紙 1枚と解答用紙 5枚と白紙 2枚が一緒に折り込まれてい
る．解答用紙をミシン目に従って切り離すこと．

5. 解答（途中の計算，推論等を含む）は，指定された解答用紙の指定された場所
に記入すること．指定された解答用紙の指定された場所以外に記入した解答は
無効とする．

6. 問題冊子の余白は下書きに使用してもよい．

7. 解答用紙は持ち帰ってはいけない．

8. 問題冊子，および解答用冊子の表紙・白紙は持ち帰ること．
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（下 書 き 用 紙）
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（下 書 き 用 紙）
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1 　　実数 a，b，c，d，eに対して，座標平面上の点A(a, b)，B (c, d)，C (e, 0)をと
る．ただし点Aと点Bはどちらも原点O(0, 0)とは異なる点とする．このとき，実
数 s，tで

s
−→
OA+ t

−→
OB =

−→
OC

を満たすものが存在するための，a，b，c，d，eについての必要十分条件を求めよ．

（配点率 20 %）

— 4 —



（下 書 き 用 紙）
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2 　　 t > 0において定義された関数 f(t)は次の条件 (ア)(イ)を満たす．

(ア) t > 0のとき，すべての実数 xに対して不等式

t · ex + e−x

2
+ f(t) ≧ 1 + x

が成り立つ．

(イ) t > 0に対して，等式

t · ex + e−x

2
+ f(t) = 1 + x

を満たす実数 xが存在する．

このとき，f(t)を求めよ．

（配点率 20 %）

3 　　
40000∑
n=1

1√
n
の整数部分を求めよ．

（配点率 20 %）
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（下 書 き 用 紙）
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4 　　 半径 1の 2つの球 S1と S2が 1点で接している．互いに重なる部分のない等しい
半径を持つ n個（n ≧ 3）の球 T1, T2, · · · , Tnがあり，次の条件 (ア)(イ)を満たす．

(ア) Tiは S1，S2にそれぞれ 1点で接している（i = 1, 2, · · · , n）．

(イ) Tiは Ti+1に 1点で接しており（i = 1, 2, · · · , n − 1），そして Tnは T1に 1点
で接している．

このとき，以下の問いに答えよ．

(1) T1, T2, · · · , Tnの共通の半径 rnを求めよ．

(2) S1と S2の中心を結ぶ直線のまわりに T1を回転してできる回転体の体積を Vn

とし，T1, T2, · · · , Tnの体積の和をWnとするとき，極限

lim
n→∞

Wn

Vn

を求めよ．

（配点率 20 %）
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（下 書 き 用 紙）
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5 　　 さいころを繰り返し投げ，n回目に出た目をXnとする．n回目までに出た目の
積X1X2 · · ·Xnを Tnで表す．Tnを 5で割った余りが 1である確率を pnとし，余り
が 2, 3, 4のいずれかである確率を qnとする．

(1) pn + qnを求めよ．

(2) pn+1を pnと nを用いて表せ．

(3) rn =
(
6
5

)n

pnとおいて rnを求めることにより，pnを nの式で表せ．

（配点率 20 %）
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